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　DPI女性障害者ネットワークの佐々木貞子（幸町）さんから話を聞き
ました。
　日本はまだまだ女性にとって生きづらい社会ですが、障がいがあるこ
とによって、さらに生きづらい場面に遭遇します。これは「複合差別」
ども呼ばれ、「バリアフリー」ではなく、「バリアフル（障壁だら
け）」の現状があります。例えば役所などで、障がい者は福祉の相談窓
口へ行くように言われますが、そこでは障がいのある女性特有の問題を
理解してもらえません。
　「どうしたらいいか？」「何をして
欲しいか？」を当事者に確認していく
ことが望まれます。「私たちぬきに私
たちのことを決めないで」との言葉が
印象に残りました。社会全体がありの
ままを「受け入れる」ことから始まり
ます。（高洲　宮崎）

　「ぽれぽれ」とはスワヒリ語で「ゆっくり」「あせらず」の意味で
す。美浜区で暮らす親子が、ゆっくり・あせらず育児ができるようにと
の願いをこめて、市民ネットワークみはまが開催している親子食育サー
クルです。

　10月４日、新しくなった真砂コミュニテ
ィセンターを市議（松井・岩崎）と市民ネ
ットワークのメンバー４人で訪問しまし
た。
　区長・館長とスタッフの皆さんに、４F
から１Fまで順に案内していただきまし
た。ここは旧真砂１小の一部を真砂コミュ
ニティセンターとして活用しています。
リニューアルでエレベーター、障がい者
用トイレ、手すり、体育館の更衣室・シャワー室など
も新設され、各部屋の床も工夫されていて、全体として広くて明るくて
素敵なコミュニティセンターになりました。
　図書室は教室二つ分ですが、本と貸し出しカウンタースペースのみ
で、読書スペースがないのが寂しいと思いましたが、隣のオープンスペ
ースで読むことができます。体育館は、今は利用者のデータ収集中で、
今後は団体利用の日と、個人利用の日を分ける考えだそうです。
　館長の話では「まだ市民に広く知られていないようで利用が少ないで
すが、駐車場も充実しているのでぜひ利用してください」とのことです。

（真砂　中村）

政治カフェ

第3回 大人の学校

　　～いちはら市民ネットワーク山本友子県議に聞く～
　環境問題のへの取り組みを強力に進めてきたいちはら市民ネットワー
ク、その中心が山本さんです。
　産業廃棄物や残土の千葉県への持ち込みは、堂本知事の時に作られた
条例や対策で減少、しかし今、新たに問題となっているのが「再生土」
です。
規制のない再生土
　トンネルや下水道工事などでは土に薬剤を注入し水気の多い泥状にし
ます。その後、脱水固化剤などで処理し、土砂状にした産業廃棄物で
す。安全性には疑問があり水源地近くの埋め立てには水道水汚染の恐れ
もあります。
　市原の福増浄水場からの水道水を千葉市民も飲んでいますが、その脇
にはうずたかく積み重なった再生土の巨大な山、千葉市民とも無関係で
はありません。

森田県政になって変わったこと
　堂本知事の時に進んだ情報公開から一転、それ
まで出ていた産廃・残土処分場計画などの情報が
出なくなり、森田知事は一切の市民団体と会わな
い。行動記録によれば１年間に151日も休む森田
知事、テレビの収録は毎週。芸能プロダクション
時代からの秘書にも県税から報酬が払われてい
る。

　（磯辺　岩橋）

　誰でも先生！誰でも生徒！を合言葉に始ま
った学校も10月14日に３回目が開催されまし
た。朝礼やラジオ体操に続き１時間目は
「NPO法人たすけあいサポートアイアイ」設
立から関わっている大西先生から貴重な体験
談を伺いました。美浜区は５階建ての中層住
宅が多く、地域で暮らし続けるためには階段
昇降機がどうしても必要と始めたそうです。最近ではあんしんケアセン
ターからゴミ出しなどの様々な生活支援や福祉有償運送などの紹介が増
えているそうです。
　２時間目は美味しいお菓子に詳しい小畑先生から海外や日本のとって
おきチョコレート情報を教えていただき、試食も堪能しました。またカ
カオ栽培に携わる児童労働問題にも話題が及び問題提起がされました。
　３時間目は松井先生から一日も休まず続けている自身のブログ（市議
会の様子が分かります）紹介があり、放課後サークルは皆さまお待ちか
ねの歌カフェでした。
　次回は１月の予定です。先生も生徒も募集中ですので是非ご参加くだ
さい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（高浜　佐々木）

「ぽれぽれ」の
　　　　ハロウィンパーティ

第１回 大人の社会科見学
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市民ネットワークは
1991年から議員を
出し続けている
地域政党です
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障がいのある女性の複合差別について

県議会のないしょのは・な・し

大人の学校1時間目大西さん

　　毎週水曜日　10:30～16:00
　　市民ネットワークみはま（高洲1-24-2）にて

「１人暮らしで困っています」「身近な問題を解決したい」

などの相談に代理人（議員）や代理人経験者が応じます。
予約不要・無料です。

◆議会質問をつくってみませんか

市民ネットワークみはま
薊蕭043-278-5005　✉ mihama@chibanet.jp

　代理人（議員）とともに地域の課題を調査し、議会
での質問づくりにつなげます。年齢・性別・経験不
問。お子さんや要介護者がいる方も歓迎です。政治に
関心があり、暮らしやすいまちづくりをしたい方を募集しています。

◆市政相談に応じます

10月29日（土）打瀬パティオス22番街にて

カボチャに目をかいています。
かわいいジャック・オ・ランタンに

なるといいな。

楽しかったハロウィンパーティ。
英語クイズ・英語ビンゴに盛り上がりました。


